
(57)【要約】

【課題】リハビリ患者がゲームを楽しみながら、また音

楽、映像などを視聴しながら手や腕の肉体的な機能回復

効果を上げることができる娯楽用機器付きリハビリ装置

を提供する。

【解決手段】パチンコ台１の前面両側に、一対の玉打ち

機構２Ｌ、２Ｒを左右対称に設ける。玉打ち機構２Ｌは

、リハビリ患者が握持して操作する操作ハンドル３Ｌを

備え、このハンドル３Ｌの下側に前方に延びる水平部を

もつＬ型のハンドルレバー４を連結する。ハンドルレバ

ー４の水平部の下側にはハンドル軸６の上端部を連結し

、ハンドル軸６は鉛直軸回りに回転可能とする。ハンド

ル軸６の中間部に、歯車５と駆動プーリー７とを上下に

一体的に取り付け、駆動プーリー７の回転力を無端ベル

ト８を介して従動プーリー９に伝達し、従動プーリー９

の軸部には、支点リンク１０の前端を固着する。支点リ

ンク１０の後端部は従動プーリー９の正逆回動に応じて

左右に揺動する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
操 作 ハ ン ド ル と 、 該 操 作 ハ ン ド ル を 動 か し て い る 間 作 動 す る 作 動 機 構 と 、 該 作 動 機 構 に 連
動 し て 動 作 す る 娯 楽 用 機 器 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
娯 楽 用 機 器 が 遊 技 機 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
娯 楽 用 機 器 が 映 像 機 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
娯 楽 用 機 器 が 音 響 機 器 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 福 祉 介 護 に お け る 運 動 訓 練 機 器 に 関 す る も の で 、 特 に 高 齢 者 や 身 障 者 等 の 上 肢
の 機 能 回 復 訓 練 を 行 う 装 置 に 関 し 、 パ チ ン コ な ど の 遊 技 を 楽 し ん だ り 画 像 や 音 楽 な ど を 視
聴 し な が ら 、 手 や 腕 の 機 能 回 復 訓 練 を 行 う こ と が で き る 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装 置 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
現 在 、 手 足 の 機 能 が 低 下 し た 高 齢 者 や 身 障 者 （ 以 下 、 リ ハ ビ リ 患 者 と 称 す ） 等 が 機 能 回 復
訓 練 す る た め の リ ハ ビ リ 装 置 が 種 々 開 発 さ れ 、 介 護 施 設 や 病 院 等 に 導 入 さ れ て い る 。 こ れ
ら の 訓 練 装 置 を 使 用 す る こ と で 、 リ ハ ビ リ 患 者 は 機 能 回 復 訓 練 を 単 独 で 行 う こ と が で き 、
訓 練 を 補 助 す る 介 護 者 の 人 員 不 足 を 補 う こ と が で き る 。 と く に 近 年 で は 、 単 調 に な り や す
い 訓 練 に 娯 楽 性 を 加 味 し て 訓 練 効 果 を 向 上 さ せ よ う と す る 機 器 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば
、 パ チ ン コ ゲ ー ム 機 能 を 備 え た パ チ ン コ 台 付 き リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 機 が あ る （ 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ ７ ９ ０ ０ １ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の パ チ ン コ 台 付 き リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 機 は 、 左 右 一 対 の 玉 出 し 操 作 用 の 部 材 及 び 打 ち 出
し 力 調 整 用 の 部 材 を 備 え る と 共 に 、 押 し ボ タ ン 式 や ス ラ イ ド 移 動 式 の 操 作 部 分 が 配 置 さ れ
て い る 。 そ し て 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 機 の パ チ ン コ 台 本 体 と リ モ ー ト 操 作 器 と は 分 離 し て
設 け ら れ 、 リ モ ー ト 操 作 器 を リ ハ ビ リ 患 者 が 手 元 で 操 作 で き る よ う に な っ て い る 。 こ れ を
手 指 に 載 せ て 使 用 す る こ と で 、 リ ハ ビ リ 患 者 は ゲ ー ム を 楽 し み な が ら 訓 練 を 行 な う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の パ チ ン コ 台 付 き リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 機 で は 、 ゲ ー ム を 楽 し む こ と を 優
先 し て 作 ら れ て お り 、 肉 体 的 な 訓 練 機 構 に つ い て は 十 分 考 慮 さ れ て い な い 。 例 え ば 、 患 者
の 手 や 腕 の 機 能 を 高 め る に は 、 手 や 腕 の 筋 力 や 運 動 能 力 を 効 果 的 に 回 復 さ せ る べ く 操 作 部
材 を 手 で 強 く 握 る な り 、 腕 を 積 極 的 に 運 動 さ せ る 必 要 が あ る 。 本 発 明 は 、 リ ハ ビ リ 患 者 が
ゲ ー ム を 楽 し み な が ら 、 ま た 音 楽 、 映 像 な ど を 視 聴 し な が ら 手 や 腕 の 肉 体 的 な 機 能 回 復 効
果 を 上 げ る こ と が で き る 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装 置 は 、 操 作 ハ ン ド ル と 、 該
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操 作 ハ ン ド ル を 動 か し て い る 間 作 動 す る 作 動 機 構 と 、 該 作 動 機 構 に 連 動 し て 動 作 す る 娯 楽
用 機 器 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。 娯 楽 用 機 器 と し て 、 パ チ ン コ 機 器 な ど の ゲ ー ム 機 器
（ 遊 技 機 器 ） を 使 用 し た と き は 、 ゲ ー ム を 楽 し み な が ら 訓 練 す る こ と が で き 、 ま た 娯 楽 用
機 器 と し て 、 映 像 機 器 や 音 響 機 器 な ど の 視 聴 覚 機 器 を 使 用 し た と き は 、 映 像 や 音 楽 を 楽 し
み な が ら 訓 練 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 肢 機 能 回 復 訓 練 を 行 う に は 、 リ ハ ビ リ 患 者 は １ 本 あ る い は ２ 本 の 操 作 ハ ン ド ル を 片 手 あ
る い は 両 手 で し っ か り 握 持 し 、 腕 を 直 線 方 向 又 は 回 転 方 向 に 動 か す 。 操 作 ハ ン ド ル を 動 か
す と 、 駆 動 用 軸 な ど の 作 動 機 構 が 作 動 す る 。 操 作 を 停 止 す る と 、 作 動 機 構 も 停 止 す る 。 す
な わ ち 、 操 作 ハ ン ド ル を 動 か し て い る 間 は 、 作 動 機 構 の 作 動 に 連 動 し て 娯 楽 用 機 器 が 所 定
の 動 作 を 行 う 。 例 え ば 、 娯 楽 用 機 器 が 遊 技 機 器 で あ る 場 合 は 、 遊 技 が 可 能 に な る 。 ま た 、
娯 楽 用 機 器 が 視 聴 覚 機 器 で あ る 場 合 は 、 映 像 や 音 楽 の 視 聴 が 可 能 に な る 。 つ ま り 、 操 作 ハ
ン ド ル を 動 か し て い る 間 、 ゲ ー ム を 楽 し ん だ り 、 動 画 を 含 む 画 像 や 音 楽 を 楽 し み な が ら 手
や 腕 の 肉 体 的 な 機 能 回 復 訓 練 を 効 果 的 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
娯 楽 用 機 器 が パ チ ン コ 台 で あ る 場 合 、 リ ハ ビ リ 患 者 は 、 操 作 ハ ン ド ル を 手 で 握 持 し て 腕 を
左 右 に 動 か す 。 す る と 、 作 動 機 構 で あ る 作 動 軸 や 玉 送 り 用 ド ラ ム 、 玉 打 ち 出 し 用 レ バ ー な
ど が 作 動 す る こ と で 、 パ チ ン コ 玉 が 送 球 さ れ て 直 ち に 玉 打 ち さ れ 、 パ チ ン コ 台 の 入 賞 用 ホ
ー ル に 入 る パ チ ン コ 玉 を 見 て パ チ ン コ ゲ ー ム を 楽 し む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 娯 楽 用 機 器 が 映 像 機 器 で あ る 場 合 、 映 像 機 器 と し て は 、 複 数 種 の 映 像 フ ィ ル ム シ ー
ト と 、 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト が ス ラ イ ド 可 能 に 装 着 さ れ た ス ク リ ー ン ボ ッ ク ス と 、 映 像 フ ィ
ル ム シ ー ト の 所 定 部 分 を 投 影 す る 光 源 と か ら 構 成 し た も の が 使 用 で き る 。 リ ハ ビ リ 患 者 が
、 操 作 ハ ン ド ル を 回 転 さ せ る と 、 フ ィ ル ム シ ー ト が 上 下 に ス ラ イ ド し て コ マ 送 り さ れ 、 映
像 フ ィ ル ム の コ マ を 切 替 え て 映 像 を 鑑 賞 す る こ と が で き る 。 映 し 出 さ れ る 画 像 は 、 人 物 、
風 景 、 動 物 、 植 物 、 漫 画 な ど 特 に 限 定 さ れ な い が 、 精 神 的 な 癒 し 効 果 も あ る 山 河 や 海 な ど
の 自 然 の 風 景 画 像 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
娯 楽 用 機 器 が 音 響 機 器 で あ る 場 合 、 音 響 機 器 の 電 源 と な る 発 電 機 を 発 電 さ せ る こ と で 音 響
機 器 に 電 気 を 供 給 す る 。 す な わ ち 、 電 源 と な る 発 電 機 と 、 発 電 機 を 回 転 す る 駆 動 軸 と 、 駆
動 軸 を 揺 動 レ バ ー を 介 し て 回 転 す る た め の 前 後 動 式 操 作 ハ ン ド ル と か ら 構 成 し た も の を 使
用 す る こ と が で き る 。 そ し て 例 え ば 、 リ ハ ビ リ 患 者 が 操 作 ハ ン ド ル を 前 後 に 往 復 移 動 さ せ
る と 、 操 作 ハ ン ド ル の 動 き が 揺 動 レ バ ー を 介 し て 駆 動 軸 の 回 転 力 に 変 換 さ れ て 発 電 機 が 回
転 す る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 示 す 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 、 図 ２ は 図
１ の 装 置 の 玉 打 ち 機 構 部 分 を 示 す 正 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 に 係 る リ ハ ビ リ 装 置 の 他 の 実 施 例
を 示 す 斜 視 図 、 図 ４ は 図 ３ の 装 置 の コ マ 送 り 機 構 を 示 す 側 面 図 、 図 ５ は 本 発 明 に 係 る リ ハ
ビ リ 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 実 施 例 １ 】
本 実 施 例 は 、 リ ハ ビ リ 患 者 が 手 で 握 っ て 左 右 に 往 復 移 動 さ せ る 上 肢 機 能 回 復 訓 練 用 の 操 作
ハ ン ド ル と 、 操 作 ハ ン ド ル が 動 か さ れ て い る 間 、 歯 車 や プ ー リ ー 等 を 介 し て 作 動 す る 水 平
動 軸 を 含 む 作 動 機 構 と 、 作 動 機 構 の 作 動 と 連 動 す る パ チ ン コ 玉 の 玉 打 ち 機 構 と を 備 え る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 パ チ ン コ 台 １ の 前 面 左 右 両 側 に は 、 一 対 の 玉 打 ち 機 構 ２ Ｌ 、
２ Ｒ が 左 右 対 称 に 配 設 さ れ て い る 。 左 側 の 玉 打 ち 機 構 ２ Ｌ と 右 側 の 玉 打 ち 機 構 ２ Ｒ は 同 じ
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機 構 で あ る の で 、 以 下 、 左 側 の パ チ ン コ 玉 打 ち 機 構 ２ Ｌ の 構 造 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
パ チ ン コ 玉 打 ち 機 構 ２ Ｌ は 、 リ ハ ビ リ 患 者 が 握 持 し て 操 作 す る 操 作 ハ ン ド ル ３ Ｌ を 備 え て
い る 。 こ の ハ ン ド ル ３ Ｌ の 下 側 に は 、 前 方 に 延 び る 水 平 部 を も つ Ｌ 型 の ハ ン ド ル レ バ ー ４
が 連 結 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル レ バ ー ４ の 水 平 部 の 下 側 に は ハ ン ド ル 軸 ６ の 上 端 部 が 連 結 さ
れ 、 ハ ン ド ル 軸 ６ は 鉛 直 軸 回 り に 回 転 可 能 と さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 軸 ６ の 中 間 部 に は 、 歯
車 ５ と 駆 動 プ ー リ ー ７ が 上 下 に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 下 側 の 駆 動 プ ー リ ー ７ の 回
転 力 は 、 無 端 ベ ル ト ８ を 介 し て 従 動 プ ー リ ー ９ に 伝 達 可 能 と さ れ 、 従 動 プ ー リ ー ９ の 軸 部
に は 、 支 点 リ ン ク １ ０ の 前 端 が 固 着 さ れ て い る 。 支 点 リ ン ク １ ０ の 後 端 部 は 、 従 動 プ ー リ
ー ９ の 正 逆 回 動 に 応 じ て 左 右 に 揺 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
支 点 リ ン ク １ ０ 後 端 の Ｕ 字 溝 １ ０ ａ に は 鉛 直 ピ ン １ ９ が 係 合 し 、 鉛 直 ピ ン １ ９ は 左 右 へ 直
線 往 復 動 す る 左 右 動 軸 １ １ の 中 間 部 に 固 着 さ れ て い る 。 左 右 動 軸 １ １ の 左 端 部 前 面 に は 水
平 ピ ン １ ２ が 固 着 さ れ 、 水 平 ピ ン １ ２ は 、 上 下 に 延 び る 揺 動 リ ン ク １ ３ の 下 端 に 係 合 し て
い る 。 揺 動 リ ン ク １ ３ は 、 中 間 部 の 軸 ピ ン ２ １ を 支 点 に 左 右 に 揺 動 す る よ う に な っ て い る
。 揺 動 リ ン ク １ ３ の 上 端 は 水 平 ピ ン １ ４ に 係 合 し 、 水 平 ピ ン １ ４ は 、 左 右 に 延 び る 左 右 動
杆 １ ５ の 左 端 に 固 着 さ れ て い る 。 左 右 動 杆 １ ５ の 右 端 に は 、 回 動 規 制 用 ス ト ッ パ ー １ ６ 付
き の 押 動 爪 １ ７ が 連 結 さ れ て い る 。 押 動 爪 １ ７ の 下 端 部 は 、 玉 送 り ド ラ ム ２ ０ の ド ラ ム 駆
動 用 ピ ン １ ８ に 当 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 左 右 動 杆 １ ５ の 左 右 方 向 へ の 移 動 に 応 じ て 、 押 動 爪 １ ７ が ド ラ ム 駆 動 用 ピ ン １ ８
を 引 っ 掛 け て 押 動 し 、 玉 送 り ド ラ ム ２ ０ が 間 欠 的 に 回 転 駆 動 （ ス テ ッ プ 送 り ） さ れ る よ う
に な っ て い る 。 こ の 玉 送 り ド ラ ム ２ ０ の 間 欠 的 な 回 転 と 同 期 し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 パ
チ ン コ 台 １ 下 部 側 の 玉 出 し レ ー ル ２ ３ か ら パ チ ン コ 玉 ２ ２ が 玉 打 ち レ ー ル ３ ０ 下 端 に 送 り
出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 左 右 動 軸 １ １ の 右 端 に は 、 回 動 規 制 用 ス ト ッ パ ー ２ ７ 付 き の レ バ ー 引
き 用 揺 動 爪 ２ ９ が 取 り 付 け ら れ 、 揺 動 爪 ２ ９ の 先 端 部 は 、 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ の 中 間 部 に 固
着 し た 水 平 ピ ン ２ ８ に 当 接 し て い る 。 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ は 上 下 方 向 に 延 び 、 そ の 下 端 部 に
設 け た 揺 動 用 水 平 ピ ン ２ ５ を 支 点 に 左 右 に 揺 動 可 能 と さ れ て い る 。 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ の 水
平 ピ ン ２ ５ よ り も 上 側 部 分 に は バ ネ ２ ６ の 一 端 が 連 係 さ れ 、 こ の バ ネ ２ ６ に よ り 玉 打 ち レ
バ ー ２ ４ の 上 側 部 分 は 、 水 平 ピ ン ２ ８ が 揺 動 爪 ２ ９ と 当 接 す る 動 作 方 向 に 付 勢 さ れ て い る
。 換 言 す れ ば 、 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ は 、 バ ネ ２ ６ に よ り パ チ ン コ 玉 ２ ２ を 打 ち 出 す 方 向 に 常
時 付 勢 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 左 右 動 軸 １ １ の 左 端 側 方 向 へ の 移 動 に よ っ て 、 玉 打 ち レ
バ ー ２ ４ を 付 勢 方 向 と 反 対 側 に 揺 動 さ せ た 後 、 左 右 動 軸 １ １ に 対 す る 操 作 力 を 解 除 す る と
、 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ が バ ネ ２ ６ に よ り 元 位 置 に 復 帰 す る た め 、 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ の 上 端 部
で パ チ ン コ 玉 ２ ２ を 上 側 方 向 に 打 ち 出 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 実 施 例 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る が 、 左 側 の パ チ ン コ 玉 打 ち 機 構 ２ Ｌ と 右 側 の パ チ
ン コ 玉 打 ち 機 構 ２ Ｒ は 同 じ 機 構 で あ る の で 、 上 記 説 明 と 同 様 に 、 左 側 の パ チ ン コ 玉 打 ち 機
構 ２ Ｌ の 操 作 ハ ン ド ル ３ Ｌ を 操 作 し た と き の 作 用 に つ い て 説 明 し 、 右 側 の 操 作 ハ ン ド ル ３
Ｒ を 操 作 し た と き の 作 用 に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。 リ ハ ビ リ 患 者 は 、 操 作 ハ ン ド ル ３ Ｌ
を 握 持 し て 操 作 し 、 こ れ を 左 右 に 動 か す こ と に よ り 、 左 右 動 軸 １ １ を 左 右 に 動 か す 。 操 作
ハ ン ド ル ３ Ｌ を 左 側 に 動 か し て 、 ハ ン ド ル 軸 ６ の 駆 動 プ ー リ ー ７ を 回 転 さ せ る と 、 こ の 回
転 力 は 無 端 ベ ル ト ８ を 介 し て 従 動 プ ー リ ー ９ に 伝 え ら れ る 。 す る と 、 支 点 リ ン ク １ ０ と 鉛
直 ピ ン １ ９ を 介 し て 、 左 右 動 軸 １ １ の 下 端 が 左 方 向 に 動 き 、 揺 動 リ ン ク １ ３ が 時 計 回 り 方
向 に 揺 動 す る 。 こ の た め 、 揺 動 リ ン ク １ ３ の 上 端 が 右 方 向 に 回 動 し 、 さ ら に 水 平 ピ ン １ ４
を 介 し て 水 平 動 軸 １ ５ が 右 方 向 に 動 く 。 す る と 、 押 動 爪 １ ７ が よ り ド ラ ム 駆 動 用 ピ ン １ ８
を 押 動 し て 玉 送 り ド ラ ム ２ ０ が １ ス テ ッ プ だ け 回 転 す る 。 す な わ ち 、 玉 送 り ド ラ ム ２ ０ が
１ ス テ ッ プ だ け 順 送 り さ れ 、 パ チ ン コ 玉 収 納 部 （ 図 示 せ ず ） か ら パ チ ン コ 玉 ２ ２ が １ 個 だ
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け 玉 打 ち レ ー ル ３ ０ の 下 端 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
左 右 動 軸 １ １ が 左 側 に 移 動 す る と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 レ バ ー 引 き 用 揺 動 爪 ２ ９ で 水 平 ピ
ン ２ ８ を 左 側 に 押 圧 す る 。 す る と 、 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ の 上 端 部 が 左 側 に 所 定 距 離 だ け 揺 動
し 、 こ れ に 伴 い パ チ ン コ 玉 ２ ２ も 玉 打 ち レ バ ー ２ ４ の 上 端 に 当 接 し た ま ま 左 側 に 移 動 す る
。 こ の 後 、 操 作 ハ ン ド ル ３ Ｌ を 右 側 に 回 転 操 作 し て 、 左 右 動 軸 １ １ を 右 方 向 に 動 か す と 、
玉 打 ち レ バ ー ２ ４ は バ ネ ２ ６ の 力 に よ り 元 位 置 に 弾 発 的 に 復 帰 し て 、 パ チ ン コ 玉 ２ ２ が 玉
打 ち レ ー ル ３ ０ に 沿 っ て 上 方 に 打 ち 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
す な わ ち 、 実 施 例 １ の 装 置 は 、 両 腕 の 機 能 回 復 訓 練 を 行 う た め の 操 作 ハ ン ド ル ３ Ｌ 、 ３ Ｒ
を 具 備 し 、 操 作 ハ ン ド ル ３ Ｌ 、 ３ Ｒ の 操 作 に 連 動 し て 、 パ チ ン コ 台 １ の 玉 出 し 機 構 及 び 玉
打 ち 機 構 が 動 作 す る よ う に し た も の で あ る 。 し た が っ て 、 リ ハ ビ リ 患 者 は 両 腕 を 動 か し て
機 能 回 復 訓 練 を 行 い な が ら 、 パ チ ン コ 台 １ の パ チ ン コ 玉 ２ ２ を 二 連 発 方 式 で 打 っ て 、 遊 技
を 楽 し む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 実 施 例 ２ 】
本 実 施 例 は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 １ ８ ０ 度 の 回 転 位 相 差 が あ る 左 右 の 操 作 ハ ン ド
ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ を 握 持 し て 水 平 軸 ４ ３ 回 り に 回 転 操 作 さ せ る よ う に し た も の で 、 操 作 ハ
ン ド ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ の 回 転 に よ り 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト ３ ６ を コ マ 送 り す る 送 り レ バ ー ４
７ 及 び 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト 送 出 ド ラ ム ４ ９ な ど の コ マ 送 り 機 構 （ 作 動 機 構 ） と 、 コ マ 送 り
機 構 に よ り ス ラ イ ド 移 動 す る 映 像 フ ィ ル ム ３ ６ Ａ を 映 写 す る 映 像 機 器 ３ ５ と を 備 え る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
映 像 機 器 ３ ５ は 、 複 数 種 類 の 映 像 フ ィ ル ム ３ ６ Ａ が 連 続 す る 無 端 状 の 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト
３ ６ を 有 し 、 フ ィ ル ム シ ー ト ３ ６ は 上 下 左 右 に 設 け た 複 数 本 の 水 平 ガ イ ド 軸 ４ ０ に よ り 、
上 下 方 向 に コ マ 送 り で き る よ う に 掛 け 渡 さ れ て い る 。 複 数 本 の 水 平 ガ イ ド 軸 ４ ０ で 囲 ま れ
た 映 像 機 器 ３ ５ 内 部 に は 棚 板 ３ ８ が 設 け ら れ 、 棚 板 ３ ８ の 上 に は 、 映 像 フ ィ ル ム ３ ６ Ａ を
投 影 す る す る た め の 光 源 ３ ７ が 配 置 さ れ て い る 。 光 源 ３ ７ に よ り 手 前 側 の 所 定 位 置 の 映 像
フ ィ ル ム ３ ６ Ａ だ け が 投 影 さ れ る よ う に な っ て い る 。 投 影 さ れ る 映 像 フ ィ ル ム ３ ６ Ａ を 切
り 換 え る に は 、 左 右 の 操 作 ハ ン ド ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ を 回 転 操 作 し て 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の コ マ 送 り 機 構 は 、 操 作 ハ ン ド ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ に よ り 回 転 す る 駆 動 歯 車 ４ ５ と 、 駆 動
歯 車 ４ ５ の 回 転 が 中 間 歯 車 ４ ４ を 介 し て 伝 達 さ れ る 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト 送 出 ド ラ ム ４ ９ と
を 備 え て い る 。 具 体 的 に は 、 左 右 の 操 作 ハ ン ド ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ の 内 側 端 部 に は ハ ン ド ル
レ バ ー ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の 下 端 が 固 着 さ れ 、 ハ ン ド ル レ バ ー ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の 上 端 は 、 ハ ン
ド ル 回 転 軸 ４ ３ の 両 側 外 端 部 に 固 着 さ れ 、 左 右 の 操 作 ハ ン ド ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ で 回 転 操 作
で き る よ う に な っ て い る 。 こ の ハ ン ド ル 回 転 軸 ４ ３ に は 中 間 歯 車 ４ ４ が 固 着 さ れ 、 中 間 歯
車 ４ ４ は 、 レ バ ー 回 転 軸 ４ ６ に 固 着 さ れ た 駆 動 歯 車 ４ ５ に 噛 合 し て い る 。 さ ら に 、 レ バ ー
回 転 軸 ４ ６ の 中 間 部 に は 、 半 径 方 向 に 延 び る 送 り レ バ ー ４ ７ が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ 、 送
り レ バ ー ４ ７ は 、 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト 送 り 用 ド ラ ム ４ ９ の 周 囲 に 固 着 し た 複 数 本 の 水 平 ピ
ン ５ ２ に 当 接 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト 送 出 ド ラ ム ４ ９ は 、 シ ー ト 送 り
軸 ５ ０ の 一 端 部 に 固 着 さ れ て い る 。 こ の シ ー ト 送 り 軸 ５ ０ は 下 部 側 の 水 平 ガ イ ド 軸 ４ ０ と
し て も 機 能 し て い る 。 そ し て 、 シ ー ト 送 り 軸 ５ ０ の 回 転 に よ り 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト ３ ６ が
複 数 本 の 水 平 ガ イ ド 軸 ４ ０ 外 周 に 沿 っ て 上 下 に 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 実 施 例 ２ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
リ ハ ビ リ 患 者 が 両 手 で 各 操 作 ハ ン ド ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ を 握 持 し て 回 す こ と で 、 駆 動 軸 ４ ３
が 回 転 し 、 駆 動 歯 車 ４ ５ と 係 合 す る 中 間 歯 車 ４ ４ に 伝 達 さ れ る 。 駆 動 歯 車 ４ ５ の 回 転 に 伴
い レ バ ー 回 転 軸 ４ ６ が 回 転 す る と 、 半 径 方 向 に 延 び る 送 り レ バ ー ４ ７ が 一 体 的 に 回 転 し 、
送 り レ バ ー ４ ７ の 先 端 で ド ラ ム ４ ９ の 水 平 ピ ン ５ ２ が 押 圧 さ れ る 。 水 平 ピ ン ５ ２ が 押 圧 さ
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れ る こ と で ド ラ ム ４ ９ が 所 定 の 角 度 だ け 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ド ラ ム ４ ９ が 回 転 す る と 、 そ の 出 力 軸 で あ る シ ー ト 送 り 軸 ５ ０ が 一 体 的 に 回 転 す る 。 こ の
シ ー ト 送 り 軸 ５ ０ の 回 転 に よ り 、 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト ３ ６ が 複 数 本 の ガ イ ド 軸 ４ ０ の 外 側
に そ っ て １ コ マ 分 だ け 送 ら れ る 。 そ の 結 果 、 光 源 ３ ７ に よ り 投 影 さ れ る フ ィ ル ム ３ ６ Ａ が
切 り 換 わ り 、 リ ハ ビ リ 患 者 は 新 た な 映 像 フ ィ ル ム ３ ６ Ａ の 画 像 を 見 る こ と が で き る 。 送 り
レ バ ー ４ ７ が 水 平 ピ ン ５ ２ と 当 た ら な い と き は 、 水 平 ピ ン ５ ２ が 押 さ れ な い の で ド ラ ム ４
９ は 空 回 り し 、 そ の 間 、 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト ３ ６ は コ マ 送 り さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う に 、 リ ハ ビ リ 患 者 は 、 操 作 ハ ン ド ル ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ を 回 動 さ せ る こ と で 、 手 や 腕
の 筋 肉 や 運 動 神 経 等 の 機 能 回 復 訓 練 を 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 操 作 ハ ン ド ル ４ １ Ｌ 、
４ １ Ｒ の 操 作 回 数 が 所 定 値 に な る 度 に 、 映 像 機 器 の 映 像 が 新 し い 画 像 に 切 り 換 わ る 。 そ の
結 果 、 リ ハ ビ リ 患 者 は ハ ン ド ル 操 作 し な が ら 、 人 物 、 風 景 、 動 物 、 植 物 、 漫 画 な ど の 映 像
を 鑑 賞 し て 楽 し む こ と が で き る 。 画 像 内 容 は 、 リ バ ビ リ 患 者 の 嗜 好 に 合 せ て 選 択 で き る よ
う に す る と 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 実 施 例 ３ 】
本 実 施 例 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 握 持 し て 前 後 に 往 復 動 す る 操 作 ハ ン ド ル ５ ６ 、 ５ ７ と 、
操 作 ハ ン ド ル ５ ６ 、 ５ ７ の 操 作 に よ り ハ ン ド ル レ バ ー ５ ８ 、 ５ ９ と 水 平 ア ー ム ６ ３ 、 ６ ４
を 介 し て 回 動 レ バ ー ６ ５ 、 ６ ６ で Ｄ Ｃ ダ イ ナ モ （ 発 電 機 ） ６ ９ を 回 転 さ せ て 発 電 す る 発 電
機 構 （ 作 動 機 構 ） と 、 Ｄ Ｃ ダ イ ナ モ ６ ９ の 発 電 に よ り 動 作 す る 音 響 機 器 ５ ５ と を 備 え る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ に お い て 、 ラ ジ オ な ど の 音 響 機 器 ５ ５ と 電 源 の Ｄ Ｃ ダ イ ナ モ ６ ９ と は 、 電 線 ７ ０ を 介
し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 Ｄ Ｃ ダ イ ナ モ ６ ９ は 左 右 の 操 作 ハ ン ド ル ５ ６ 、 ５ ７ を 操 作 す る こ
と で 回 転 起 動 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 操 作 ハ ン ド ル ５ ６ 、 ５ ７ に は ハ ン ド ル レ
バ ー ５ ８ 、 ５ ９ の 上 端 が 連 結 さ れ 、 ハ ン ド ル レ バ ー ５ ８ 、 ５ ９ の 下 端 は ハ ン ド ル 軸 ６ １ 、
６ ２ に 枢 着 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 軸 ６ １ 、 ６ ２ は 、 装 置 本 体 側 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ハ ン ド ル レ バ ー ５ ８ 、 ５ ９ の 下 端 に は 、 リ ン ク レ バ ー ５ ８ Ａ 、 ５ ９ Ａ が 下 方 に 延 び て 一 体
的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 リ ン ク レ バ ー ５ ８ Ａ 、 ５ ９ Ａ の 先 端 に は 、 水 平 ア ー ム ６ ３ 、 ６
４ の 前 端 が 枢 着 さ れ 、 水 平 ア ー ム ６ ３ 、 ６ ４ の 後 端 は 、 回 動 レ バ ー ６ ５ 、 ６ ６ の 先 端 部 に
枢 着 さ れ て い る 。 回 動 レ バ ー ６ ５ 、 ６ ６ の 基 端 部 は 、 ダ イ ナ モ 軸 ６ ７ の 両 端 に 一 体 に 取 り
付 け ら れ 、 ダ イ ナ モ 軸 ６ ７ は 装 置 本 体 側 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 実 施 例 ３ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
リ ハ ビ リ 患 者 は 、 操 作 ハ ン ド ル ５ ６ 、 ５ ７ を 握 持 し て 、 互 い 違 い に 往 復 前 後 動 さ せ る こ と
で 、 ハ ン ド ル レ バ ー ５ ８ 、 ５ ９ が 水 平 な ハ ン ド ル 軸 ６ １ 、 ６ ２ の 周 り に 回 転 す る 。 ハ ン ド
ル レ バ ー ５ ８ 、 ５ ９ の 回 転 に 伴 い リ ン ク レ バ ー ５ ８ Ａ 、 ５ ９ Ａ が 前 後 方 向 に １ ８ ０ 度 位 相
し て 揺 動 し 、 水 平 ア ー ム ６ ３ 、 ６ ４ が 前 後 方 向 に 直 線 往 復 運 動 を 行 う 。 水 平 ア ー ム ６ ３ 、
６ ４ が 直 線 往 復 運 動 を 行 う と 、 そ の 直 線 駆 動 力 は 、 回 動 レ バ ー ６ ５ 、 ６ ６ を 介 し て ダ イ ナ
モ 軸 ６ ７ の 左 右 両 端 に 回 転 駆 動 力 と し て 伝 達 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ダ イ ナ モ 軸 ６ ７ が 回 転
し て 電 力 を 発 生 す る 。 こ の 起 電 し た 電 気 が 電 線 ７ ０ を 介 し て 音 響 機 器 ５ ５ に 送 ら れ る 。 す
な わ ち 、 リ ハ ビ リ 患 者 は 、 操 作 ハ ン ド ル ５ ６ 、 ５ ７ を 動 か す こ と で 、 音 響 機 器 ５ ５ に よ る
ラ ジ オ 放 送 を 聴 い て 楽 し み な が ら 手 や 腕 の 筋 力 や 運 動 能 力 の 機 能 回 復 訓 練 を 行 な う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
尚 、 本 発 明 は 上 記 各 実 施 例 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 応 用 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 上 記 実
施 例 ３ で は 、 音 響 機 器 ５ ５ と し て ラ ジ オ を 一 例 に 挙 げ た が 、 こ の 他 に テ レ ビ 、 ス テ レ オ 、
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テ ー プ レ コ ー ダ 、 Ｃ Ｄ ・ Ｍ Ｄ プ レ ー ヤ ー に 適 用 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 ハ ン ド ル に 娯 楽 用 機 器 を 連 動 さ せ る こ と に よ り 、 リ ハ ビ リ 患
者 は 娯 楽 感 覚 を 持 ち な が ら 楽 し ん で 機 能 回 復 訓 練 を 行 な う こ と が で き る 。 特 に 、 操 作 ハ ン
ド ル を 腕 全 体 で 動 か し て 操 作 す る の で 、 手 先 だ け で な く 上 肢 全 体 の 筋 力 向 上 や 運 動 訓 練 に
著 し い 効 果 が 期 待 で き る と い う 優 れ た 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 娯 楽 用 機 器 付 き リ ハ ビ リ 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 装 置 の 玉 打 ち 機 構 部 分 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る リ ハ ビ リ 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 装 置 の コ マ 送 り 機 構 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る リ ハ ビ リ 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 パ チ ン コ 台 （ 娯 楽 用 機 器 ）
２ Ｌ 　 　 玉 打 ち 機 構
２ Ｒ 　 　 玉 打 ち 機 構
３ Ｌ 　 　 操 作 ハ ン ド ル
３ Ｒ 　 　 操 作 ハ ン ド ル
４ 　 　 　 ハ ン ド ル レ バ ー
５ 　 　 　 歯 車
６ 　 　 　 ハ ン ド ル 軸
７ 　 　 　 駆 動 プ ー リ ー
８ 　 　 　 無 端 ベ ル ト
９ 　 　 　 従 動 プ ー リ ー
１ ０ 　 　 支 点 リ ン ク
１ ０ ａ 　 Ｕ 字 溝
１ １ 　 　 左 右 動 軸
１ ２ 　 　 水 平 ピ ン
１ ３ 　 　 揺 動 リ ン ク
１ ４ 　 　 軸 ピ ン
１ ５ 　 　 左 右 動 杆
１ ６ 　 　 ス ト ッ パ ー
１ ７ 　 　 押 動 爪
１ ８ 　 　 ド ラ ム 駆 動 用 ピ ン
１ ９ 　 　 鉛 直 ピ ン
２ ０ 　 　 玉 送 り ド ラ ム （ 作 動 機 構 ）
２ １ 　 　 水 平 ピ ン
２ ２ 　 　 パ チ ン コ 玉
２ ４ 　 　 玉 打 ち レ バ ー （ 作 動 機 構 ）
２ ５ 　 　 揺 動 用 水 平 ピ ン
２ ６ 　 　 バ ネ
２ ７ 　 　 ス ト ッ パ ー
２ ８ 　 　 水 平 ピ ン
２ ９ 　 　 レ バ ー 引 き 用 揺 動 爪
３ ０ 　 　 玉 打 ち レ ー ル
３ ５ 　 　 映 像 機 器 （ 娯 楽 用 機 器 ）
３ ６ 　 　 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト
３ ６ Ａ 　 映 像 フ ィ ル ム
３ ７ 　 　 光 源
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３ ８ 　 　 棚 板
４ ０ 　 　 水 平 ガ イ ド 軸
４ １ Ｌ 　 操 作 ハ ン ド ル
４ １ Ｒ 　 操 作 ハ ン ド ル
４ ２ Ｌ 　 ハ ン ド レ バ ー
４ ２ Ｒ 　 ハ ン ド レ バ ー
４ ３ 　 　 ハ ン ド ル 回 転 軸
４ ４ 　 　 中 間 歯 車
４ ５ 　 　 駆 動 歯 車
４ ６ 　 　 レ バ ー 回 転 軸
４ ７ 　 　 送 り レ バ ー
４ ９ 　 　 映 像 フ ィ ル ム シ ー ト 送 出 ド ラ ム （ 作 動 機 構 ）
５ ０ 　 　 シ ー ト 送 り 軸
５ ２ 　 　 水 平 ピ ン
５ ５ 　 　 音 響 機 器 （ 娯 楽 用 機 器 ）
５ ６ 　 　 操 作 ハ ン ド ル
５ ７ 　 　 操 作 ハ ン ド ル
５ ８ 　 　 ハ ン ド ル レ バ ー
５ ８ Ａ 　 リ ン ク レ バ ー
５ ９ 　 　 ハ ン ド ル レ バ ー
５ ９ Ａ 　 リ ン ク レ バ ー
６ １ 　 　 ハ ン ド ル 軸
６ ２ 　 　 ハ ン ド ル 軸
６ ３ 　 　 水 平 ア ー ム
６ ４ 　 　 水 平 ア ー ム
６ ５ 　 　 回 動 レ バ ー
６ ６ 　 　 回 動 レ バ ー
６ ７ 　 　 ダ イ ナ モ 軸
６ ９ 　 　 Ｄ Ｃ ダ イ ナ モ （ 作 動 機 構 ）
７ ０ 　 　 電 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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